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2020 年 11 月 AOSSG年次総会報告 

 

I .  はじ めに 

 アジア・ オセアニア会計基準設定主体グループ（ AOSSG） は、 アジア・ オセアニア地

域の会計基準設定主体によっ て、 2009 年 11 月に組成さ れたネッ ト ワーク である。  

2020 年 11 月 24 日及び 25 日の 2 日間、 第 12 回 AOSSG年次総会が開催さ れた。 2019

年より 議長国はイ ンド が務め、副議長国はスリ ラ ンカ が務めている（ 議長国及び副議長

国の任期は 2 年。副議長国が次の議長国になるこ と になっ ている。）。本年度は新型コ ロ

ナウイ ルス感染症（ COVI D-19） パンデミ ッ ク により 、 予定さ れていたネパールでの開催

が中止と なり 、 ウェ ブ会議の形式で実施さ れた。 年次総会には、 20 の法域1から 、 約 80

名が参加し たほか、 国際会計基準審議会（ I ASB） から は Hans Hooger vor st 議長、 Sue 

Ll oyd副議長、Ann Tar ca理事、鈴木理加理事ほかが参加し た。企業会計基準委員会（ ASBJ）

から は、 小賀坂委員長ほかが出席し た。  

以下、 主な議題に関する議論の概要を報告する。  

 

I I .  AOSSG年次総会の概要 

第 12 回年次総会の議題は、 次のと おり であっ た。  

 議題 担当 

2020 年 11 月 24 日 

1  議長及び主催国による挨拶 イ ンド  

2  I ASBの活動状況 I ASB 

3  共通支配下の企業結合 I ASB、 香港 

4  個別財務諸表の作成に関する諸問題 イ ンド  

5  I FRS第 9 号及び I FRS第 17 号の適用と 課題 ブルネイ  

2020 年 11 月 25 日 

6  継続企業の開示 オースト ラ リ ア・ ニュ ージ

ーラ ンド  

7  継続企業の開示に関するイ ンド ネシアの見解 イ ンド ネシア 

8  清算に関する国際会計基準の必要性 サウジアラ ビア 

9  Hans Hooger vor st  I ASB議長の退任挨拶 I ASB 

10  I FRS適用状況（ モンゴル）  モンゴル 

                                                      
1 今回の年次総会に参加し た法域は、 イ ンド （ 議長国）、 スリ ラ ンカ （ 副議長国）、 日本、 オースト ラ リ

ア、 バングラ デシュ 、 中国、 ド バイ 、 香港、 イ ンド ネシア、 マレーシア、 マカ オ、 モンゴル、 ネパール、

ニュ ージーラ ンド 、 パキスタ ン、 フ ィ リ ピン、 サウジアラ ビア、 シンガポール、 韓国、 ウズベキスタ ンの

20 の法域であっ た。 本稿において、 会計基準設定主体の表記は、 ASBJ を除き、 法域名（ 国又は地域名）

を記載し ている。  
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11  I FRS適用状況（ パキスタ ン）  パキスタ ン 

12  韓国における I FRS第 17 号の調査と 適用上の問

題点について 

韓国 

13  I ASBの情報要請： 中小企業（ SMEs） 向けI FRS基準

の包括レ ビュ ー 

マレーシア 

14  総括等 I ASB、 スリ ラ ンカ 、 イ ンド  

 

( 1)  I ASBの活動状況 

I ASBの Sue Ll oyd 副議長、 Ann Tar ca 理事、 鈴木理加 理事により 、 次の項目を含む

I ASBの活動状況のアッ プデート が報告さ れた。  

  まも なく 発行さ れる I FRS基準の修正 

  会計方針及び会計上の見積り （ I AS第 8 号の修正）  

  開示に関する取組み ― 会計方針 

  コ ンサルテーショ ン 

  全般的な表示及び開示 

  中小企業（ SMEs） 向け I FRS基準のレビュ ー 

  企業結合 ― 開示、 のれん及び減損 

  共通支配下の企業結合 

  I FRS 第 10 号、 I FRS 第 11 号、 IFRS 第 12 号の適用後レビュ ー 

  料金規制活動 

  経営者による 説明 

  開示に関する 取組み ― 的を 絞っ た基準レ ベルでの開示のレ ビュ ー 

  開示に関する 取組み ― 中小企業（ SMEs） である子会社 

  I AS第 21 号の狭い範囲の修正 

  I FRS第 16 号の狭い範囲の修正 

  その他のプロジェ ク ト  

  動的リ スク 管理 

  資本の特徴を有する金融商品 

  その他のリ サーチ・ プロジェ ク ト 及びリ サーチ・ パイ プラ イ ン 

  単一の取引から 生じ た資産及び負債に係る繰延税金（ I AS第 12 号）  

  引当金 ― 的を絞っ た改善（ I AS第 37 号）  

  I FRS解釈指針委員会の業務 

  次の 5 年間の構想（ 2022 年から 2026 年）  

 

( 2)  共通支配下の企業結合 
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I ASB スタ ッ フ から 、 共通支配下の企業結合（ 以下「 BCUCC」 と いう 。） に関する 2020

年 11 月公開のディ スカ ッ ショ ン・ ペーパー（ DP） の内容について、 プロジェ ク ト の概

要、 測定方法の選択及び取得法並びに簿価法の適用方法等の紹介がなさ れた。  

また、 香港の会計基準設定主体の代表者から 、 本 DP に対する AOSSGの対応方針につ

いて、 AOSSG BCUCCサブ・ ワーキング・ グループの予備的見解の入手（ 2021 年 3 月） 並

びに包括的見解の入手（ 2021 年 6 月上旬）、会計基準アド バイ ザリ ー・ フ ォ ーラ ム（ ASAF）

会議での AOSSG見解の発表（ 2020 年 6 月下旬） 及び AOSSGのコ メ ント 文書の I ASBへの

提出（ 2021 年 8 月中旬） 等の計画が示さ れた。  

その後の質疑応答では、 BCUCC取引については一般的に簿価法を適用し て会計処理す

る AOSSGメ ンバーの法域があるこ と 、 BCUCCプロジェ ク ト が焦点を当てる移転先企業の

会計処理と 移転元企業の会計処理と の整合性、公開企業に対する取得法の要求と 免除に

関する意見等が聞かれた。  

 

( 3)  継続企業の開示 

ニュ ージーラ ンド 及びオースト ラ リ アの会計基準設定主体の代表者より 合同で、 I AS

第 1 号「 財務諸表の表示」 における継続企業の開示に関する発表が行われた。 COVI D-19

下において、 財務諸表利用者から より 多く の開示を求める声が高まっ ているこ と や、国

際監査基準では I FRS 基準で要求さ れている以上の開示が期待さ れていると の調査結果

を踏まえ、ニュ ージーラ ンド 及びオースト ラ リ アの国内基準では追加的な開示要求を規

定し たこ と などが紹介さ れた。 また、 イ ンド ネシアから は、 発表さ れた論点についての

自国におけるリ サーチ結果が共有さ れ、 その後、 サウジアラ ビアから 、 清算ベース会計

基準の開発が必要と の意見が発表さ れた。  

本セッ ショ ンでは、企業が継続企業でなく なっ た場合の基礎と なる追加ガイ ダンスが

必要かと いっ た点や、 I ASB は継続企業の開示を検討するプロジェ ク ト を実施すべき か

と いっ た点などについて、 AOSSGメ ンバーの間で議論が行われた。  

 

( 4)  Hans Hooger vor st I ASB議長によるスピーチ 

2021 年 6 月で任期満了を迎える I ASBの Hans Hooger vor st 議長によるスピーチが行

われた。 任期中に関わっ たプロジェ ク ト や、 アジェ ンダ・ コ ンサルテーショ ンと いっ た

今後予定さ れるプロジェ ク ト について触れ、 AOSSGメ ンバーの継続的な協力と 貢献につ

いて謝意が述べら れた。  

 

( 5)  韓国における I FRS第 17 号の調査と 適用上の問題点について 

韓国の会計基準設定主体の代表者より 、 AOSSGメ ンバーが I FRS 第 17 号「 保険契約」

の適用時期及び適用方法を決定するための一助と なるこ と を目的と し て、 AOSSGメ ンバ

ー国の適用計画と その適用上の問題点についての調査結果が報告さ れた。加えて、韓国
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の保険業界における I FRS第 17 号、 第 9 号「 金融商品」 の検討状況等について報告が行

われ、 AOSSGメ ンバー間で議論が行われた。  

 

( 6)  総括等 

本会議の総括と し て、 最初に I ASBの Sue Ll oyd 副議長より 、 AOSSGの各法域が直面

し た I FRS基準適用上の課題を共有し 、様々な考えについて議論するこ と ができ る AOSSG

会議への参加を毎回有意義に感じ ている旨と 、 今回も 参加者と の議論から 、新し いプロ

ジェ ク ト やアジェ ンダ・ コ ンサルテーショ ンに対する多く のイ ンプッ ト を得るこ と がで

き たこ と に対する感謝の意が述べら れた。  

また、 スリ ラ ンカ の会計基準設定主体の代表者から 、 2021 年の AOSSG 年次総会はス

リ ラ ンカ で開催予定である旨が発表さ れた。  

最後に、AOSSGの議長国であるイ ンド の代表者より 、対面での会議は叶わなかっ たが、

本会議における実り ある議論は、 AOSSG メ ンバー間の継続的なコ ミ ュ ニケーショ ンと 、

I ASBと の協力関係から 生まれたと する感謝の意が述べら れた。  

 

以 上 


